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～物流拠点におけるﾊﾟﾚｯﾄの利用実態に係るｱﾝｹｰﾄ調査 結果概要～
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アンケート実施概要

• 目的

• 調査対象

• 方法

• ｱﾝｹｰﾄ期間

• ｻﾝﾌﾟﾙ母数

発送方法 発送数 回収数 回収率 拠点数

物流連 メール 69社 29社 42% 74

倉庫協会 郵送 110社 62社 56% 64

計 179社 91社 51% 138

Ｅﾒｰﾙまたは郵送

2021年8月16日～9月10日

回答91社（138拠点分） 回収率：51％

1. 物流ｾﾝﾀｰ、倉庫、ﾀｰﾐﾅﾙ等、物流の結節点におけるﾊﾟﾚｯﾄ利用実態の定量化
2. ﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞ標準化・統一化に向けて物流事業者からみた現状・課題の明確化

〇物流連 企業会員：69社 （@2～5拠点/社、複数回答含む、団体会員のぞく）
〇日本倉庫協会会員：110社（全国11区、1～3類倉庫から任意抽出、＠10社/区x 11区=110社）

＋α
＝阻害要因の分析、検討課題への
落とし込み

http://www.butsuryu.or.jp/
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結果まとめ（課題）

１、物流施設におけるﾊﾟﾚｯﾄの利用状況

２、一貫ﾊﾟﾚが進まない主な理由

３、ﾊﾟﾚｯﾄ積替え、バラ貨物を削減するための方策について主な意見
「荷主の協力や理解」がもっとも高く、次位が「業界ﾚﾍﾞﾙでのﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞ規格の統一・標準化」。
また、規格の統一・標準化を推進するためには、「統一規格ﾊﾟﾚｯﾄの低コスト化」が最も高い。

a.ﾊﾟﾚｯﾄ貨物との回答：約5割（入庫：84件、出庫：70件）

b.ﾊﾞﾗ貨物（倉庫等でﾊﾟﾚ・ﾃﾞﾊﾟﾚﾀｲｽﾞ）との回答：2～3割超（入庫：37件、出庫：46件）

c.ﾊﾟﾚｯﾄ積替との回答：1割超（入庫：17件、出庫：19件）

d.その他との回答：1割（入庫：6件、出庫：7件）

もっとも多い荷姿について

（ｎ＝137、複数回答）

荷主
目線

物流業
目線

〇 ①自社ﾊﾟﾚｯﾄ流失、紛失防止・・・上記b.c.に共通して第1位。

〇 ②（ﾄﾗｯｸ）積載量の確保 ・・・b. の第2位

〇 ③発注・輸送ﾛｯﾄの小ささ ・・・b. の第3位

〇 ④保管・出庫ﾊﾟﾚｯﾄとのｻｲｽﾞ違い・・・c.入庫時の第1位

〇 ⑤発・着荷主からの依頼 ・・・c. の第2位

〇 〇 ⑥顧客ﾊﾟﾚｯﾄ流失、紛失 ・・・c.の第3位

〇 ⑦現行ﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞの多さ ・・・主に4ｻｲｽﾞ（T11, 14,12,9)

〇 〇 ⑧附帯作業料の収受・・・ 納入先におけるﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ自主荷役の改善

〇 ⑨ﾊﾟﾚｯﾄの循環利用・回収に関する共通認識の形成（第三者的組織の必要性も）

http://www.butsuryu.or.jp/


4Copyright©2021 JAPAN ASSOCIATION FOR LOGISTICS AND TRANSPORT

検討課題 （案）

・ﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞ

・業界 or
品目別

・循環ｽｷｰﾑ

・管理組織

・行政ｻﾎﾟｰﾄ

・包装寸法
見直し

・ｺｽﾄ検証

・ﾄﾚｰｽ
（RFID技術）

②附帯作業料の収受
適正化

な
ぜ
一
貫
パ
レ
が
進
ま
な
い
の
か
？

物
流
事
業
者

③ﾊﾟﾚｯﾄ紛失・流失の懸念
（荷主）

①保管・出庫ﾊﾟﾚｯﾄとの
ｻｲｽﾞ違い

③ﾊﾟﾚｯﾄ紛失・流失の懸念
（物流事業者）

荷
主

行政

②(ﾄﾗｯｸ)積載量の確保①現行ﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞの多さ

外部持出し
禁止

（荷主から依頼）

なぜ一貫ﾊﾟﾚが進まないのか？ 要因分析＆検討課題（案）

小ロット化

一貫ﾊﾟﾚが進まない
主な理由

http://www.butsuryu.or.jp/
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物流施設の属性

回答者の50%が①ﾒｰｶｰ・生産者等の施設、20%が⑤輸出入施設に該当しており、ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ
川上に位置する物流施設が多数を占める。

①メーカー・生産者の

施設等, 

50%

⑤輸出入施設等, 

20%

②卸売業・市場の施設等, 

14%

③小売業の施設等, 

7%

④EC・宅配・路線ターミナル等, 

8%
N=138件

内国貨物

消費生産・製造調達 販売

外国貨物
（輸入）

④ＥＣ、宅配便、路線便ターミナル等
（営業倉庫含む）

メーカー
生産者
調達先
商社
顧客
消費者

①メーカー・生産
者等の施設等
(営業倉庫含む)

⑤輸入・輸出施設等（営業倉庫含む）
海 外

②卸売業・市場
の施設等

(営業倉庫含む)

③小売業
の施設等

(営業倉庫含む)
国 内

顧客
店舗
消費者

海 外

国 内

顧客
店舗

消費者

図：一般的なｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと物流施設

外国貨物
（輸出）

http://www.butsuryu.or.jp/
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物流施設に出入りする車両ｻｲｽﾞ

・主要なﾄﾗｯｸ車両ｻｲｽﾞについての回答結果。
・入庫時・出庫時いずれも10ﾄﾝ超（大型・ﾄﾚｰﾗ）が過半数を占める。
・なお、入庫時における海上ｺﾝﾃﾅが多いことから、輸入品取扱いが多いものと推定。

90

82

36

7

19

37

5

11

0 50 100 150

入庫時

出庫時

150件

137件

主要な車両ｻｲｽﾞ

10ﾄﾝ超(大型・ﾄﾚｰﾗ) 海上ｺﾝﾃﾅ 4～10ﾄﾝ以内 2～4ﾄﾝ以内

※複数回答

http://www.butsuryu.or.jp/
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入出庫時の荷姿（ﾊﾟﾚｯﾄ貨物、ﾊﾞﾗ、ﾊﾟﾚｯﾄ積替）

・もっとも多い荷姿についての回答結果。
・入庫、出庫とも「ﾊﾟﾚｯﾄ貨物」扱いが半数程度ある一方、「ﾊﾞﾗ」、「別ﾊﾟﾚｯﾄに積替」扱いも約3～4割残る。
・破線部分については、その理由も確認（次頁）。

ﾊﾟﾚｯﾄ貨物

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄで取卸し

84

ﾊﾞﾗ貨物を

ﾊﾟﾚﾀｲｽﾞして取卸し

37

ﾊﾟﾚｯﾄ貨物を

別ﾊﾟﾚに積替え

17

ﾊﾟﾚｯﾄ貨物を

ﾊﾞﾗして保管,1

ﾊﾞﾗ貨物のまま

取卸し,2
その他,3

0 50 100 150

入庫時 144件

※複数回答

ﾊﾟﾚｯﾄ貨物

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄで積込み

70

ﾊﾟﾚｯﾄ貨物を

ﾃﾞﾊﾟﾚﾀｲｽﾞ（ﾊﾞﾗ）積込み

46

ﾊﾟﾚｯﾄ貨物を

別ﾊﾟﾚに積替え

19

ﾊﾞﾗ貨物を

ﾊﾟﾚﾀｲｽﾞ, 2

ﾊﾞﾗ貨物のまま,4

その他,10 50 100 150

出庫時
142件

http://www.butsuryu.or.jp/
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入出庫時に「ﾊﾟﾚｯﾄ→別ﾊﾟﾚｯﾄ積替」される理由

・入庫時は、「保管、出庫ﾊﾟﾚｯﾄとのｻｲｽﾞ違い」がもっとも多く、物流事業者の課題である。
・出庫時は、バラ取扱いと同様、物流事業者が「自社所有するﾊﾟﾚｯﾄ流失・紛失防止」がもっとも多い。

58%

47%

30%

23%

15%

12%

18%

0% 50% 100%

保管、出庫ﾊﾟﾚｯﾄとのｻｲｽﾞ違い

発荷主からの依頼

衛生管理など品質管理上の観点

発荷主のパレット管理が面倒だから

自動倉庫等、物流機材とｻｲｽﾞが合わない

ﾊﾟﾚｯﾄの廃棄ｺｽﾄなどの負担が発生する

その他

複数回答 ｎ=74件

入庫時
(発荷主ﾊﾟﾚｯﾄ→保管・納品用ﾊﾟﾚｯﾄ積替)

56%

46%

44%

27%

22%

13%

13%

0% 50% 100%

自社所有ﾊﾟﾚｯﾄの流失・紛失防止

ﾊﾟﾚｯﾄ持込など着荷主からの依頼

顧客所有ﾊﾟﾚｯﾄの流失・紛失防止

輸出用など、保管・輸送ﾊﾟﾚｯﾄ仕様が異なる

ﾊﾟﾚｯﾄ回収の手間やコスト負担

保管用ﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞがﾄﾗｯｸ・ｺﾝﾃﾅ寸法に合わない

その他

複数回答 ｎ=82件

出庫時
(保管用ﾊﾟﾚｯﾄ→納品用ﾊﾟﾚｯﾄ積替)

http://www.butsuryu.or.jp/
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入出庫時に「ﾊﾟﾚｯﾄ→ﾊﾞﾗ」取扱いされる理由

・入庫時は、n=14と少数意見、主に「直接、仕分け作業等を行う」、「ｹｰｽ・個装単位で保管」など、取扱い
がﾊﾟﾚｯﾄ単位でないことが理由。
・出庫時は、物流事業者の「自社所有ﾊﾟﾚｯﾄの流失・紛失防止」がもっとも高く「発注・輸送ﾛｯﾄが小さい」
を上回る。

64%

43%

29%

7%

7%

0%

14%

0% 50% 100%

直接、仕分け作業等を行うから

ｹｰｽ・個装単位で保管している

ﾊﾟﾚｯﾄ保管できない

荷役機器がない

ﾊﾟﾚｯﾄ管理が面倒

ﾚﾝﾀﾙﾊﾟﾚｯﾄｺｽﾄが高いから

その他

複数回答 ｎ=14件

入庫時
(発荷主ﾊﾟﾚｯﾄ → ﾊﾞﾗ)

54%

44%

39%

28%

28%

26%

16%

14%

0% 50% 100%

自社所有パレットの流失・紛失防止

できるだけ積載量を確保したい

発注・輸送ロットが小さい

着荷主の依頼

ﾊﾟﾚｯﾄ回収の手間やｺｽﾄの負担

顧客所有ﾊﾟﾚｯﾄの流失・紛失防止

着地で荷役機器がない

その他

複数回答 ｎ=102件

出庫時
(発荷主・保管用ﾊﾟﾚｯﾄ → ﾊﾞﾗ)

http://www.butsuryu.or.jp/
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ﾊﾟﾚｯﾄ積替やﾊﾞﾗ取扱いを削減するための方策に関する意見

・荷主の協力や理解がもっとも高い。
・業界ﾚﾍﾞﾙでのﾊﾟﾚｯﾄ規格の統一・標準化について高い関心があり、その理由についても物流全般
の生産性向上を望む意見が挙げられている。

理由について

http://www.butsuryu.or.jp/
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使用されているﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞの多さ①（物流施設別）

・入庫、保管、出庫の各時点で使用されるﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞ上位3位まで集計したところ、最も多いのは4種
程度（T11型、14型、12型、9型の順）が確認された。

38

14

4

14

4

4

12

6

3

3

1

10

2

8

13

5

6

7

5

3

1

2

1

2

5

7

6

2

4

2

3

2

1

2

3

6

3

1

2

4

1

2

1

1

3

4

1

1

1

3

3

4

3

1

1

1

0 20 40 60

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

①
⑤

②
③

④
⑥

入庫時

合計 / 11型

合計 / 14型

合計 / 12型

合計 / 9型Ｐﾊﾟﾚ

合計 / EURO

http://www.butsuryu.or.jp/
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使用されているﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞの多さ②（その他の具体的ｻｲｽﾞ）

（単位：ｍｍ）

業種・品目 入庫時 保管時 出庫時

製粉 1100×1250 1100×1250 1100×1250

砂糖 1500×1150 1500×1150 1500×1150

穀類

1900×800 （記載なし） 1900×800

1150×1350
（シートパレット）

(記載なし) (記載なし)

1200×1500 1200×1500 1200×1500

化学品
1100×1200 1100×1200 1100×1200

1100×2100 1100×2100 1100×2100

・入庫時、第1位で回答のあった「その他ｻｲｽﾞ」寸法と「業種・品目」の分析結果。

http://www.butsuryu.or.jp/
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同一ﾊﾟﾚｯﾄによる保管・出庫の難しさ

・保管、出庫時におけるﾊﾟﾚｯﾄ所有者についての回答結果。
・保管時は、物流事業者の「自社所有・ﾘｰｽ」が過半数と回答（※）する一方、出庫時に半減。
・保管時は物流事業者の所有であるものの、出庫時は荷主所有やﾜﾝｳｪｲﾊﾟﾚｯﾄ等の不明ﾊﾟﾚｯﾄに
積替えられる。（※）前述のﾊﾟﾚｯﾄ貨物取扱が半数との回答と整合性とれず。

79 20 42 3 2

0 50 100 150

n=137件 ,複数回答

保管時

自社所有・ﾘｰｽ ﾚﾝﾀﾙ 荷主所有 荷主以外の他社所有 不明

38 18 48 10 7 10

0 50 100 150
ｎ=125件,複数回答

出庫時

自社所有・ﾘｰｽ ﾚﾝﾀﾙ 発荷主所有 着荷主所有 発着荷主以外の他社 不明

http://www.butsuryu.or.jp/
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ﾊﾟﾚｯﾄサイズ規格統一化・標準化に関する要望

・ﾊﾟﾚｯﾄｻｲｽﾞ規格の統一・標準化を推進には、統一規格パレットの低コスト化を望む声が多い。

http://www.butsuryu.or.jp/
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（参考）物流施設における代表的な取扱品目

物流施設で取扱う様々な品目のうち、代表的なものを一つ例示いただく。

代表的な取扱品目

おわり

http://www.butsuryu.or.jp/

